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百花練乱

300鉢のエピネ

エビネ愛好家による展示・ 即売会が 4月26日から 2日間、風の博物館

で行われました。

手入れの行き届いた300鉢のエビネに大勢の人が見入っていました。

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町報＝

湧風博通信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

慢年金だより・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・..2 

慢歯をたしヽせつに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..3 

優肱川町消防団新役員紹介・・・・・・・・・ 4

Rちびっこ 1日ポストマソによる郵便PR ・・・ 4 
慢応急手当を身につけよう・・ ・ ・・•••• 5 
慢社協だより・・・・• . ．．．．．．． ． ．．．． ．．． ． ． ．．.． 7

慢お知らせ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・16

＝農林だより＝

層第49回 J A肱川通常総会・・・・・・・・・ 8

④林地開発行為の許可制度について ・・・10

*l 今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ • 11

＝公民館報＝

優‘ノフトボールリーグ戦開幕·… ••12

慢中野小学校屋内運動場完成・・・・・・13

層俳句 ．J 11柳大会・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・15

人口 3,269人 (+18)

男 1,5 7 5人 (+3)

女 1,694人 (+15)

世帯数 1, 0 0 7描 (+13)

（平成 9年 4月30日現在）



c。⑮。怨l 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鰯鴫 (2) 

「風の映画会」のご案内

＊年会費（入会金）

クラ ス 金額
一般 2,000円
小中高生・シニア 1, 0 00円

【クラス分類は発行日の年齢】
シニアは、 65オ以上。
幼稚園以下は無料。

＊「風の映画会」が主催する年6回の上映会を無
料で鑑賞できます。

＊会員へは、会員証が発行されます。
会員証は、世帯内での貸し借りができますが、
下位クラスの会員証を上位クラスの世帯員が
使用することは出来ません。

＊会員証の有効期間は発行日より 1年間。
＊有効期間終了後、継続される場合は、年会費
を納入すれば更新できます。

＊途中で脱会される会員へは、入会金は返却い
たしません。

＊入会は年中受付けします。
◆事務局 ：風の博物館 834-2181 

「第8回風の映画祭」
＊日 時 6月14日（土）
＊場所風の博物館（多目的ホール）
上映プログラム

昼の部(14:00~ 15: 40)「秋桜」
夜の部(19:30~21:10)「秋桜」

＊入場料金

区

「
風
の
映
画
会
」
会
員
募
集

今
日
、
映
画
は
家
庭
の
テ
レ
ビ

・

ビ
デ
オ
で
も
身
近
に
見
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
上
映
会
場
に
足
を
運
び

大
型
ス

ク
リ
ー
ソ
と
大
音
響
の
中
で

名
画
を
鑑
賞
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
意

義
深
い
印
象
と
感
動
を
刻
み
つ
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

昨
年
か
ら
、
風
の
博
物
館
で
は
、

町
民
の
方
々
を
は
じ
め
映
画
を
愛
す

る
方
を
対
象
に
心
に
感
動
を
与
え
る

｀
映
画
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
映
画
愛
好
家
で
組
織
す
る
「
風

の
映
画
会
」
で
は
、
上
映
の
企
画

・

運
営
を
幅
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
と
実

施
し
て

い
こ
う
と
常
時
会
員
を
募
集

し
て

お
り
ま
す
。
今
回
更
新
時
期
を

迎
え
ら
れ
た
会
員
を
含
め
映
画
大
フ
ァ

ソ
の
皆
さ
ん
「
風
の
映
画
会
」
に
今

す
ぐ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
ま
で
の
計
画
（
予
定
）

◆
第
八
回
風
の
映
画
祭

六
月
十
四
日
（
土
）
「
秋
桜
」

◆
第
九
回
風
の
映
画
祭

七
月
十
九
日
（
土
）
「
グ
ー
ス
」

も
う
ふ
ば
か
な
―
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分 前売券
般 1.000円

／」中高生•シニア 500円

※「風の映画会員」は無料
幼稚園児は無料（父兄同伴に限る）

＊前売券取扱所
農協（本所）．役場（風おこし産業課）
風の博物館834-2181

当日券

1. 200円
600円

新
作
「
秋
桜
」
上
映
決
定

第
八
回
風
の
映
画
祭
ご
案
内

風
の
博
物
館
に
お
い
て
、
第
八
回

風
の
映
画
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
作
品
は
、
南
米
で
事
故
に

遭
い
輸
血
に
よ
っ
て

H
I
V
に
感
染

し
た
十
七
オ
の
女
子
高
校
生
と
そ
の

親
友
を
主
演
に
、

一
人
は
限
り
あ
る

命
を
背
負
い
、
も
う

一
人
は
哀
し
み

に
耐
え
る
勇
気
を
も
っ
て
、
愛
し
い

ま
で
に
生
き
る
っ
て
何
だ
ー
・
人
生
っ

て
何
だ
！
感
動
す
る
っ
て
何
だ
ー・
少

女
の
運
命
を
通
し
命
の
尊
さ
を
訴
え

る
作
品
、
新
作
「
秋
桜
」
を
上
映
い
た

し
ま
す
。
ご
家
族
お
友
達
お
誘
い
合

わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
前
売
券

は
、
農
協
及
び
役
場
、
風
の
博
物
館

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
風
の
映
画
会
」
会
員
の
募

集
も
同
時
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
風
の
博
物
館
6

三
四
ー
＇

二
―
八
一
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

年金は濯、請求しないと
／ 

もらえません

それぞれの年金は、受けられる資格が発生しても本人が請求しなければ支給さ

れません。年金を受ける資格が発生したら忘れずに請求しましょう。

年金を請求するには、裁定請求書を提出するほかに請求書に添えなければなら

ない書類があります。

詳しいことは、それぞれの提出先にお問い合わせください。

裁定請求書の提出先は、次のとおりです。

老齢基礎年金、老齢・退職給付を請求する場合

｛ずっと国民年金だけの方｝
住民票のある市町村の国民年金担当係の窓ロ

｛ずっと公務員等（共済組合制度加入）の方｝

ア．単一共済組合期間のみの場合

加入していた共済組合の担当窓ロ
イ．複数の共済組合に加入した場合

老齢基礎年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓ロ

退職共済年金は、それぞれの共済組合制度の担当窓ロ

｛複数の年金制度に加入していた方｝ー（ただし、該当する
制度について）一

ア．年金を請求する段階で最後に加入していた制度が国民年金

の場合

老齢基礎 ・厚生年金は、住所地を管轄する社会保険事務所

の窓ロ
退職共済年金は、それぞれの共済組合制度の担当窓ロ

イ．年金を請求する段階で最後に加入していた制度が厚生年金

保険の方

老齢基礎 ・厚生年金は、最後に勤めていた事業所（船員に
あっては船舶所有者）を管轄する社会保険事務所または都

逍府県主管課船員保険係

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓ロ
ウ．年金を請求する段階で最後に加入していた制度が共済組合

制度の方

老齢基礎・厚生年金は、住所地を管轄する社会保険事務所

の窓ロ
退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓ロ

障害・遺族基礎年金、障害・遺族給付を請求する場合

障害の原因となった疾病の初診日、または死亡日が
ア．国民年金加入中の場合

住民票のある市町村の国民年金担当係の窓ロ

イ．厚生年金保険加入の場合

年金を請求する段階で勤めていた事業所（船員にあっては

船舶所有者）を管轄する社会保険事務所または都道府県主
管課船員保険係

ウ．共済組合制度加入中の場合

それぞれの共済組合の担当窓ロ



(3) @。⑮。⑱ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 扇 瞬

六
月
一
日
現
在
で
、
平
成
九
年
商

業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ
て

の
卸
売
業
・
小
売
業
を
営
む
事
業
所

（
商
店
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

調
査
さ
れ
た
事
項
は
統
計
を
作
る

た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
他
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
お
手
数
で
す

が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

（
総
務
課
統
計
係
）

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
ず

助役に森氏

収人役に中野氏
を選任

衝，Uぃfl--.囁--.

4月10日、肱川町議会臨時会が開かれ、任

期満了に伴う助役に森繁氏(60)が、収入役に

中野博司氏(60)が引き続き選任されました。

（協

中田

生）

裕也くん

（道野尾）

山田紗世ちゃん

（道野尾）

大野真歩ちゃん

は
次
の
八
人
で
す
。

※
平
成

8
年
度
三
歳
児
健
康
診
査

ゼ
ロ

時
の
ム
シ
歯
〇
者

受
診
者
二
十
人
中
ム
シ
歯
〇
者

（下鹿野川）

岩田尚樹くん

(I J ¥ 

和気

藪）

誠二くん

（共

福嶋

栄）

美穂ちゃん

（共

坂

をだ
U
せ
つ
に

栄）

慶太くん

歯
の
け
ん
こ
う

”
よ
く
噛
む

ボ
ケ
を

①
け
ん
こ
う
の
基
本
は

こ
と
“

噛
む
こ
と
は
消
化
活
動
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
全
身
の
健
康
に
も
計
り
知

れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

①
胃
の
消
化
を
助
け
る

よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
唾
液
の

分
泌
が
高
ま
り
、
唾
液
に
含
ま
れ
る

消
化
酵
素
（
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
）
と
食
べ
物

を
混
ざ
り
や
す
く
し
ま
す
。

②
あ
ご
の
骨
や
筋
肉
を
強
化
す
る

上
下
の
あ
ご
の
骨
に
噛
む
剌
激
が

加
わ
る
と
、
あ
ご
の
発
育
が
う
な
が

さ
れ
ま
す
。
ま
た
口
を
動
か
す
筋
肉

が
強
化
さ
れ
、
表
情
が
豊
か
に
な
り

ま
す
。

③
歯
や
歯
ぐ
き
を
け
ん
こ
う
に
す
る

よ
く
噛
む
こ
と
は
歯
の
汚
れ
を
落

と
し
、
歯
ぐ
き
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
む
し
歯
や
歯
周
病

の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

④
脳
の
働
き
が
よ
く
な
り
、

予
防
す
る

（上鹿野川）

古川大地くん

あ
ご
関
節
周
辺
を
刺
激
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
大
脳
皮
質
を
刺
激
し
、
脳

の
活
動
を
活
発
に
し
ま
す
。

⑤
肥
満
を
防
止
す
る

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
と
血
糖
値
が

早
く
上
昇
し
、
脳
か
ら
満
腹
指
令
が

早
く
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
、

食
べ
す
ぎ
を
防
ぎ
ま
す
。

②
よ
く
瞳
ま
な
い
と
顔
つ
き
も
変
わ

る最
近
の
若
者
の
顔
に
、
エ
ラ
の
張
っ

た
四
角
い
顔
を
見
か
け
に
く
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
若
者
が
や
わ
ら
か

い
食
べ
物
を
好
み
、
硬
い
も
の
を
食

べ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
よ
く
噛

ま
ず
に
食
べ
る
と
あ
ご
の
骨
が
発
育

せ
ず
、
細
い
う
り
ざ
ね
顔
に
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に

歯
が
押
し
合
っ
て
生
え
、
乱
ぐ
い
歯

や
八
重
歯
に
な
り
ま
す
。
食
生
活
の

変
化
が
顔
の
形
を
変
え
、
さ
ら
に
歯

並
び
も
悪
く
す
る
の
で
す
。

③
ス
ト
レ
ス
が
歯
の
け
ん
こ
う
を
む

し
ば
む

ス
ト
レ
ス
が
強
く
か
か
る
と
、
身

体
に
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る
免

疫
力
（
細
菌
な
ど
の
外
敵
か
ら
身
体

を
守
る
機
能
）
が
低
下
し
て
き
ま
す
。

ロ
の
中
も
例
外
で
は
な
く
、
唾
液

の
分
泌
が
減
少
し
、
唾
液
に
含
ま
れ

る
免
疫
物
質
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
細
菌
の
繁
殖
が
盛
ん
に
な
り
、

む
し
歯
や
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
く

な
る
の
で
す
。

歯
の
け
ん
こ
う
を
守
る
に
は
、
ス

ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
規
則
正
し
い
生

活
を
送
る
こ
と
も
大
切
で
す
。



@。⑮。額l 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 顕 躙 (4)

六
月

一/]13は

ド
人

権

擁

護

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。

昭
和
二
十
三
年
に
人
権
擁
護
委
員

制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌
二
十
四
年
六

月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護

し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の

で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
始
ま
り
で
す
。

い
じ
め

・
体
罰

・
不
登
校
児
な
ど

子
供
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
が
大
ぎ
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次

代
を
担
う
子
供
の
人
権
を
積
極
的
に

委

員

の

擁
護
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は

「
子
供
の
人
権
を
守
ろ
う
」
を
啓

発
活
動
重
点
目
標
に
掲
げ
、
積
極
的

な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

肱
川
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
方
々
で
す
。

大

和

菊

池

昭

三

郎

さ

ん

6

三
四
ー
一
ニ
ニ
ニ
四

久

保

中

塚

忠

さ

ん

6
三
四
ー

ニ
七
四
七

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

二即ll町消防団新役員紹介□ニコ
新役員が決まりましたので紹介します。

住民の生命 • 財産の保護に一致団結し、 使命感を新た

にご活躍をいただきます。

団長

郵
便
週
間
が
四
月
二
十
日
か
ら
一

週
間
行
わ
れ
、
今
年
は
こ
の
週
間
に

合
わ
せ
て
四
月
二
十
三
日
中

野
幼
稚
園
（
園
長
佐
川
虔
三

・

二
十
二
人
）
の
園
児
た
ち
が

ポ
ス
ト
の
清
掃
と
一
日
ポ
ス

ト
マ
ソ
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

当
日
の
朝
、
園
児
た
ち
は

肱
川
郵
便
局
に
集
合
し
、
宇

都
宮
局
長
か
ら
、

一
日
ポ
ス

ト
マ
ン
の
委
嘱
状
を
園
児
た

ち
十
二
人
に
手
渡
し
ま
し
た
。

早
速
、
園
児
た
ち
は
、
手

紙
の
入
っ
た
大
き
な
カ
バ
ソ

を
か
け
‘

-
B
ポ
ス
ト
マ
ソ

・

レ
デ
ィ
と
書
い
た
タ
ス
キ
を

し
て
、
鹿
野
川
地
区
の
二
十

軒
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。
郵
便
で
す
。
」
と

元
気

な
声
と
と
も
に
手
紙
を
届
け

肱川町消防団役員名簿

三瀬次男副団長安川哲生

ちびつこ 1
によ

定員237名

分団 分団長 副分団長 部 長 班 長

宮本賢次 橋靡本正明 ・松本隆寿
1 鳥越 寛 白岩千明

山内正志 水田清良志ー ・・ 今冨永岡義昌博治

2 竹森高幸 松田龍明 寺尾秋広 和氣栄一 • 宮田昭

冨永秋雄 前岡村清利 • 竹田厚武美治
3 大塚芳行 冨永武雄

久保巌
田明弘 ・上田

冨永真二

栗木実 中中野健輿勝ニ ・思田孝公幸
4 吉田博和 滝野隆志 田 幸 ・上田生

立花昌一 石河次

5 大森廣幸 畦崎和男 高岡和正
井脇俊久 ・三瀬健一
宮田勝利 ・東箕一

ま
し
た
。

手
紙
の
配
達
が
終
わ
る
と
今
度
は

毎
日
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ポ
ス
ト

の
お
掃
除
で
す
。
ぬ
れ
た
ぞ
う
き
ん

で
鹿
野
川
三
差
路
と
郵
便
局
の
前
の

赤
い
ボ
ス
ト
の
お
顔
を
か
わ
る
が
わ

る
ゴ
シ
ゴ
シ
と
み
が
き
あ
げ
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
の
お
顔
が
き
れ
い
に
な
る

と
園
児
た
ち
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

み
が
き
お
わ
る
と
局
長
さ
ん
が
、

「
今
日
は
あ
り
が
と
う
。
ポ
ス
ト
さ

ん
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
」
と

い
っ
て
ご
ほ
う
び
に
画
用
紙

・
下
敷

・

消
ゴ
ム

・
風
船
等
を
プ
レ
ゼ
ソ
ト
し

て
も
ら
い
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

一
日
ボ
ス
ト
マ
ソ

・
レ
デ
ィ
は
、

今
年
始
め
て
の
試
み
で
来
年
か
ら
も

続
け
て
い
か
れ
る
そ
う
で
す
。

●ハイパワー市民ラジオ ●不法パーソナル無線

胃已 →` 不法無線局はやめましょう

●不法アマチュア無線

旦“郵政省四国電気通信監理局

電波利用保護旬間

6月1日～10日

●不法コー ドレス電話

麟`
8089-936-5051 



(5) @。⑮。座l 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鰯癒器

今
回
は
、
食
中
毒
に
な
っ
た
場
合

の
応
急
手
当
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。今

年
も
食
中
毒
が
多
く
発
生
す
る

季
節
を
む
か
え
ま
し
た
。
昨
年
大
発

生
し
た

0ー

1
5
7
が
今
年
に
な
っ

て
も
大
発
生
す
る
兆
し
が
み
ら
れ
ま

す
の
で
、
食
べ
物
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

一
食
中
毒
の
症
状

食
中
毒
は
、
早
い
と
食
べ
て
か
ら

三
l
四
時
間
で
吐
き
気
や
腹
痛
が
起

こ
り
、
何
回
も
ト
イ
レ
ヘ
行
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

通
常
細
菌
（
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
）
に

よ
る
と
き
は
、
十
二
時
間
か
ら
二
十

時
間
た
っ
と
症
状
が
現
わ
れ
吐
き
気

が
ひ
ど
く
何
回
も
嘔
吐
を
く
り
返
し
、

下
痢
も
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。
こ
う
な

る
と
、
体
の
中
の
水
分
が
失
わ
れ
る

の
で
、
重
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
、

熱
も
三
十
八
度
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

食
中
毒
は
、
症
状
の
差
が
あ
っ
て

も
、
同
じ
食
べ
物
を
食
べ
た
人
の
う

ち
何
人
か
が
次
々
と
具
合
が
悪
く
な

る
の
で
、
あ
ま
り
間
違
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

二
食
中
毒
の
予
防

食
中
毒
は
食
べ
物
の
腐
り
や
す
い

暑
い
時
期
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
梅
雨

時
、
秋
に
も
起
き
ま
す
。
特
に
秋
ロ

に
は
、
腸
炎
ビ
プ
リ
オ
と
い
う
湿
気

の
好
き
な
細
菌
に
よ
っ
て
イ
カ
、
タ

コ
、
魚
貝
類
を
生
で
食
べ
た
と
ぎ
に

起
こ
る
場
合
が
あ
る
の
で
熱
を
と
お

し
て
食
べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
野
菜
や
漬
物
は
無
関
係
だ

と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す

が
、
不
潔
に
取
り
扱
わ
れ
た
り
、
ネ

ズ
ミ
の
は
い
ま
わ
る
台
所
に
置
か
れ

た
場
合
、
大
腸
菌
(
O
|
1
5
7
等）

や
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
が
つ
く
の
で
、

台
所
は
い
も
清
潔
に
し
て
お
き
、
野

菜
を
生
で
食
べ
る
場
合
は
、

よ
く
洗
っ

て
食
べ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
調
理

す
る
人
が
指
に
ケ
ガ
を
し
て
い
る
よ

う
な
時
、
指
の
傷
が
化
膿
し
プ
ド
ウ

球
菌
が
着
い
て
い
て
、
そ
れ
が
作
る

毒
素
が
食
べ
物
に
つ
い
て
食
中
毒
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
調
理
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

三

応

急

手

当

食
後
あ
ま
り
時
間
が
た
っ
て
い
な

い
と
き
は
、
ぬ
る
ま
湯
か
食
塩
水
な

ど
を
す
ぐ
に
の
ま
せ
て
指
で
の
ど
の

奥
を
刺
激
し
て
吐
き
出
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
下
痢
が
ひ
ど
い
と
脱
水

症
状
を
起
こ
し
ま
す
の
で
水
分
を
補

給
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
ケ
イ
レ
ソ
を
起
こ
し
た
ら

わ
り
ば
し
に
ガ
ー
ゼ
な
ど
を
巻
い
て

か
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
更
に
呼
吸
困

難
を
起
こ
し
た
ら
、
た
だ
ち
に
人
工

呼
吸
を
し
て
く
だ
さ
い
。

応
急
手
当
を

身
に
つ
け
よ
う

(12) 

＇ r-．、-

川上支署

不正大麻 ． けし撲滅運動

5月1B~6月308

今年も全国一斉に「不正大麻けし撲滅運動」が行われ

ています。

愛媛県でもけしの花の咲く時期に、この運動を展開

し、大麻やけ しに関する正しい知識の普及啓発と不正

栽培の発見・除去に努めています。

大麻やけしは「ひなげし」や「おにげし」などを除いて、

法律によって厚生大臣の許可を受けずに栽培すること

が禁止されています。

法律で厳しく規制しているのは、大麻やけしの成分

の中に「モルヒネ」や「あへん」が含有されており、使用

方法を誤ると人命にかかわるほどの重大な影響を与え

るからです。

不正大麻やけしを発見した場合には、肱川町保健セ

ソターか大洲保健所へ通報してください。

［渡そうもらおう手から手へ
つなぐ信頼家内労働手帳］

家内労働旬間(5月21日～31日）
1. 委託者（内職の仕事を出している事業主等）の皆さん

は、次のことを守りましょう。

① 家内労働者に委託条件を記入した家内労働手帳を

渡し、エ賃額、支払日、納入受領した物品の数量等

を記入しましょう。

② 家内労働者の災害防止と健康管理のため、必要な

措置や援助を行いましょう。

③ 最低エ賃額以上のエ賃を、 1カ月以内に全額支払

いましょう。

2. 家内労働者（委託者から受けた内職の仕事をする人）

の皆さんは、次のことに注意しましょう。

① 家内労働手帳を委託者からもらい、必ずはっきり

と記入してもらいましょう。

② 家内労働による災害の防止を図り、健康管理に努

めましょう。

③ エ賃は、全額を 1カ月以内に受けましょう。

3. 家内労働についてのご相談、お問い合わせは、愛媛

労働華準局賃金課（云08庄一935-5200)または、最寄り

の労働基準監督署へご照会ください。

（愛媛労働基準局）

．
り
り
り
り
り
り
hhh‘
り

ふ

み

や

久
保
文
弥
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

平
成

7
年
6
月
2
4
日
生

1
歳

11
カ
月

〇
〗
[
〗
〗

は
じ
め
ま
し
て
。
ま
ね
っ

こ
大
好
き
、
ふ
み
や
で
す
。

池
の
中
に
靴
を
落
と
し
た
り
、

R
長
靴
に
石
を
入
れ
た
り
、
拓

也
兄
ち
ゃ
ん
の
ま
ね
を
し
て

g[[O

>>``
か

お

り

堀
内
花
織
ち
ゃ
ん（

瓜
生
谷
）

平
成
7
年
6
月
刀
日
生

んさ子

さ

[11カ月ん＇
、喜

は
じ
め
ま
し
て
、
い
つ
も
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
ぐ
っ
す
り

眠
っ
て
、
夜
遊
び
も
得
意
な
、

じ
ゃ
じ
ゃ
馬
娘
花
織
で
す
。
で

も
、
妹
に
は
、
と
っ
て
も
や
さ

し
い
お
姉
さ
ん
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。



@。⑮。径l 教養を高め 文化のかおるまちをつくります

地雷の犠牲者を救うため
使用ずみテレカを集めてください

肱川町ボラソティア実行委員会では、使用済み

テレホ‘ノカードを回収して得た資金で、地雷で手

足を失った人々を支援する運動に賛同しています。

みなさんのお手元に使用済みのテレカはありま

せんか？

集めたテレカは、 NTTテレカが回収しその資

金をカソボ ジアの「赤十字国際委員会バッタ ‘ノバ

ソ義肢セソター」で製作される地雷犠牲者への義

手義足の費用となります。

回収期間は、平成 9年12月20日まで。

使用済みテレカの送り先は次のとおりです。

〒797-15 肱川町大字山鳥坂74番地

肱川町役場風おこし産業課内

肱川町ボラソティア実行委員会

「使用済みテレカ回収」係

3
、
学
習
方
法

①
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
自
宅
学
習

②
く
ら
し
の
テ
ス
ト

2
、
学
習
期
間

平
成
九
年
七
月
ー

十
二
月
ま
で

（町民憲章） 靡 瞬 (6) 

1
、
受
講
料

0

申
込
み
先

役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
係

(
6
=
＿
四
ー
―
一
三
四

0
)

〇
締
切
り

六
月
六
日
（
金
）

無
料

生
活
セ

ソ
タ

ー
で
は
、
消
費
生
活

へ
の
関
心
を
高
め
、
く
ら
し
の
安
定
、

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
＜

ら
し
の
通
信
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

く
ら
し
に
役
立
つ
知
識
を
身
に
つ

け
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
＜

だ
さ
い
。

（講座 内容）

7月～ 8月［
くらしを守る法律

くらしと契約

8月～ 9月[
食品の知識

食品添加物の知識

10月～ 11月[
洗剤の知識

クリーニングの知識

11月～ 12月［
くらしの中の危険

くらしの中の省資源

平
成
九
年
度

「
く
ら
し
の
通
信
講
座
」
受
講
者
募
集

町
で
は
、
平
成
八
ー
九
年
度
に
お

い
て
、
現
在
の
火
葬
場
付
近
に
煙
の

で
な
い
近
代
的
な
設
備
を
備
え
た
斎

場
を
建
設
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
み
な
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
国
民
年
金

・
厚
生
年

金
積
立
金
の
融
資
を
受
け
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

設

学

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま

暉
見[
*
ぃ
げ
い
〗
る
い

o
l

水

を

ガ
ソ
に
水
道
週
問
が
始
ま

の

り
ま
す
。

町

こ
の
週
間
に
ち
な
ん
で
、

S‘ 力

四
月
十
七
日
、
五
月
二
日
、

生

大
谷
小
学
校
と
中
野
小
学

年

校
四
年
生
が
社
会
科
の
授

業
で
「
暮
ら
し
を
支
え
る

4
 

校
校
水
」
に
つ
い
て
学
習
を
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
簡
易
水
道
施

学

学

＼

＼

 

L

L

 

I

I
 

谷

野

設

の

水

源

地

を

見

学

し

、

大
中

飲
料
水
の
取
水
や
配
水
の

仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

湧
水
洞
か
ら
出
て
く
る
水
が
ろ
過

地
を
通
り
減
菌
消
毒
し
て
安
全
な
水

が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
水
源
地
の
井

戸
を
の
ぞ
い
た
り
、
ポ
ソ
プ
室
に
入

り
を

こ
か
ら
ポ
ソ
プ
に
よ
っ
て
家
ま

で
水
が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
等
を
水

，

道
係
の
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
熱
心

に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

近

代

的

斎

場

平

成

九

年

度

に

完

成

予

定

中野小学校の 4年生が中央水源地を見学

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
児
童
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
水
に
つ
い
て
の
質
問
を
考
え
て
ぎ

て
お
り
職
員
が
や
さ
し
く
丁
ね
い
に

答
え
て
い
ま
し
た
。

自衛官募集ご案内□
加勿仰加効加勿ク／ク仰仰加診／加脅／彦

防
衛
庁
で
は
、
平
成

九
年
度
、
陸
•

海
・

空

自
衛
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
、
肱
川
町

役
場
総
務
課
ま
た
は
自

衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

大
洲
募
集
事
務
所

(
6

二
四
ー
四

―
二
三
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

4研」島哀，表［竣薪惰頃に一
0日 時毎月 8日・20日

（受付時間） 午前10時～午後3時

（相談時間） 午前10時～午後4時

0場 所大洲市大洲690-1

大洲市役所本館 3階会議室

(0893)-24-2111 0電話番号

マスコ葛醇に報直哨爾峨された肱眉寵

4/11愛媛新聞丸山公園のシャクナゲ

II 

II 

朝 日 新聞 II 

4/14 NHKテレピピデオ通信 イダの産卵

朝日新聞ひと彩々

自然農法や有機栽培に誇り高く 浜田純司



(7)＠。⑮。梱 毯＠ 靡躙

社
協
だ
よ
り

肱
川
町
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
で
は

四
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
と
一

泊
二
日
の
合
同
研
修
旅
行
に
総
勢
六

十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は

高
速
道
路
の
開
通
も
あ
り
、
島
根
県

方
面
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
出
発
当
日
の

空
は
曇
り
で
、
四
国
内
を
走
行
中
に

雨
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

瀬
戸
大
橋
与
島
に
着
い
た
頃
は
、
快

晴
に
な
り
最
高
の
気
分
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昼
食
は
岡

山
県
、
蒜
山
高
原
の
レ
ス
ト
ラ
ソ
で

出
冥
の
旅

ご
苦
労
様
で
し
た

し
た
が
、
あ

い
に
く
霧
が
あ
り
大
山

は
見
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

午
後
二
時
に
は
米
子
市
に
到
着
。
高

速
道
路
の
恩
恵
で
早
く
山
陰
に
来
る

事
が
出
来
一
同
び
っ
く
り
す
る
や
ら
、

日
本
が
狭
い
の
か
。
と
も
あ
れ
、
一

番
目
の
観
光
地
、
大
根
島
に
到
着
し

た
。
こ
こ
は
朝
鮮
人
蓉
と
ぼ
た
ん
の

花
の
島
で
あ
る
。
由
志
園
の
日
本
庭

園
を
見
学
し
、
人
参
茶
を
飲
み
元
気

を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
少
し
早

か
っ
た
が
、
ぼ
た
ん
は
美
し
く
咲
き

私
達
を
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

松
江
城
を
車
窓
よ
り
見
学
し
、
め

の
う
の
伝
承
館
に
到
着
、
工
芸
品
で

あ
る

「
め
の
う
」
を
土
産
に
買
わ
れ

た
よ
う
で
す
。
宿
泊
は
山
陰
の
温
泉

地
の
―
つ
で
あ
る
玉
造
温
泉
「
山
の

井
」

に
泊
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

さ
っ
そ
く
温
泉
に
入
浴
し
旅
の
疲
れ

を
い
や
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
露

天
風
呂
に
も
入
り
、

「
こ
ん
な
温
泉

が
肱
川
に
も
あ
っ
た
ら
な
あ
」
な
ん

て
話
を
し
な
が
ら
…
…。

六
時
よ
り

お
楽
し
み
の
夕
食
で
あ
る
。
松
尾
課

長
の
乾
杯
で
さ
っ
そ
く
、
あ
ち
こ
ち

で
酒
盛
で
あ
る
。
ご
当
地
の
「
ど
じ
ょ

゜

膨II町社会福祉協議会
B (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大

屋

敷

岡

中

又

三

郎

様

月

野

尾

冨

永

武

治

様

う
す
く
い
」
の
踊
り
を
観
な
が
ら
の

酒
は
お
い
し
く
、
あ
っ

と
い
う
間
の

懇
親
会
で
あ
っ
た
。

翌
日
は
早
朝
よ
り
買
い
物
ツ
ア
ー

で
あ
る
。
カ
ニ
、
魚
な
ど
家
庭
で
待
っ

て
る
方
々
へ
の
土
産
で
車
中
は
い
っ

ば
い
で
あ
る
。
出
雲
ド
ー
ム
を
見
学

し
て
「
こ
れ
肱
川
に
出
来
る
か
な
」

「
い
や
金
が
な
い
」
「
場
所
が
な
い
」

の
談
義
。
「
こ
ん
な
の
が
あ
っ
た
ら

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

単位老人クラブ定期隧会闘謂
新役員決まる

乎成九年度の単位老人クラプ総会が四月中に開催され、

活動報告、決算報告、計画・予算などが審議され承認され

ました。役員改選が行われたクラプもあり新しい役員は別

表の とおりとなっております。来賓祝辞をいただき、老人

クラプヘ対しての激励を賜りました。老人クラブヘの期待

は高まっており、高齢化社会に向けて、活動も多く多様化

して来るものと考えられます。会員の皆さん頑張っ て社会

に奉仕をしましょう。

雨の日もクロッケーが出来るの

に」と大きさに溜め息である。

ワイソ工場ではさっそく試飲を

してワイソを買い求める者が始

まり、車は又、重くなった。最

後は出雲大社参拝。身を清めて

本殿前での参拝では、今回の旅

の安全と健康でいられる幸を祈

られたのではないでしょうか。

昼食の後、一行は肱川への帰路

となった。無事に午後八時三十

分に帰町し、「又来年も行こう

ね」で楽しい旅も終わりました。

ご迷惑をかけ、又何も出来なかっ

た事務局に対しご協力をいただ

き厚くお礼申し上げます。

クラプ名 男 女 計

正 山 47 69 116 

中 央 42 53 95 

大 谷 22 39 61 

小 藪 30 41 71 

予 子 林 35 61 96 

岩 谷 22 26 46 

合 計 196 289 485 

クラプ名 会 長 副会長 婦人部 長

正 山 飛野 虎生 上野 光孝 万願寺ヨシ子

中 央 曽根 久幸 今岡 安盛 山内 幸

大 谷 浜田 豆ヌ 浅井 義明 永田キミ ェ

小 藪 中居喜代光 兵 頭 芳 一 藤井 里見

予子林 堀内 英雄 増田 虎雄 山岡ヒナ 子

岩 谷 森岡 鶴男 城戸寿賀イ身 和気 豊子
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湿蒻願厨醤謳圃

祝辞をのべる大野町長

去
る
四
月
二
十
八
日
、

肱
川
町
公
民
館
に
於
い

て
第
四
十
九
回
J
A
肱

川
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。

来
賓
と
し
て
肱
川
町

長
大
野
和
氏
を
は
じ
め

県
各
連
合
会
を
代
表
し

て
中
央
会
会
長
寺
井
信

隆
氏
、
町
議
会
議
長
下

石
勲
氏
、
大
洲
農
業
改
良
普
及
セ
ソ

タ
ー
所
長
吉
田
公
也
氏
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
頂
き
そ
の
他
来
賓
多
数
の

ご
臨
席
を
賜
り
盛
会
に
総
会
が
終
了

し
た
。先

ず
鉾
岩
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
が

有
り
平
成
八
年
度
は
三
年
続
き
の
旱

魃
と
異
常
気
象
に
よ
り
各
農
産
物
の

生
産
に
つ
い
て
非
常
に
厳
し
い
年
と

な
っ
た
。
又
J
A
広
域
合
併
に
つ
い~一

肱II

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川

肱川町森林組合

あいさつをする鉾岩組合長

て
は
四
月
に
越
智
今
治
地
区
、
東
宇

和
地
区
、
宇
和
島
地
区
の
三
地
区
で

広
域
合
併
が
な
さ
れ
た
が
大
洲
、
喜

多
地
区
に
つ
い
て
は
毎
月
話
し
合
い

研
究
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
今
の
と

こ
ろ
見
通
し
は
つ
い
て
お
り
ま
せ
ん

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
議

長
選
出
で
は
岩
谷
地
区
の
渡
部
弘
務

氏
を
指
名
し
た
。

議
長
は
、
議
事
に
入
り
第

一
号
議

案
か
ら
第
八
号
議
案
ま
で
を
原
案
の

通
り
承
認
決
定
さ
れ
た
。

平
成
八
年
度
業
務
報
告
と
平
成
九

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
次
の

通
り
で
す
。

事 業 報 告

平成 8年度の日本経済は、設備投資や企業の収益は回復基調を維持

しているものの、企業の生産活動の低迷により景気回復の足踏み状態

が続き、雇用情勢も製造業を中心に厳しい状況にある。

一方農業や農家経済はウルグアイラウソド農業合意の受入後農産物

の輸入が激増しており、加えて新食糧法施行から一年が経過したが、

米の流通規制の大幅緩和による競争の激化等によって営農意欲の衰退

を招く事が懸念された年であった。

以上の様な社会状況の厳しい情勢の中、町内農産物にあっては 3年

続きの旱魃と異常気象となり、栗に於いては収量面では前年対比72%

であったが生産額では126％であった。きゅうりについては前年対比9

6.6％でまずまずの成果を上げ、営農販売は100.4％となったが特に葉

たばこ生産は、七千万円の減収は貯金や共済事業に影響を受けたもの

の、資金の増強については前年対比110.0％と高い伸びを示した。

又長期共済についても高齢化を迎えた中で厳しい推進ではあったが

101.5％と目標を達成する事が出来た。購買事業に於いては、生産資

材の伸びはあったものの、前年対比96.9％となり伸び悩んだ。その他、

関係機関のご指導と組合員各位のご協力によって、総じて昨年を上回

る成果を収める事が出来た。以下各事業について報告致します。

第
1
号
議
案
平
成
八
年
度
事
業
報

告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い

て第
2
号
議
案
平
成
九
年
度
事
業
計

画
の
設
定
に
つ
い
て

第
3
号
議
案
定
款
変
更
に
つ
い
て

第
4
号
議
案
信
用
事
業
規
程
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

付
帯
決
議

第
5
号
議
案
農
業
倉
庫
業
務
規
程

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
6
号
議
案
平
成
九
年
度
借
入
最

高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

第
7
号
議
案
平
成
九
年
度
に
お
け

る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

第
8
号
議
案
平
成
九
年
度
新
生
産

調
整
推
進
助
成
補
助
金
の
受
領
等
に

つ
い
て
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基本方針

我が国の経済は、住宅建設や設備投資等が堅調に推移している事から、緩やかな回復基調にあ

るといわれているが、個人消費は消費税アップ等もあって力強さに欠ける。

農業、農村をめぐる情勢は総自由化の中で、海外農産物の輸入が激増しており、県内農畜産物、

わけても果実、野菜、畜産物の価格が低迷し、生産意欲に大きい影響を与えており 、加えて0-

1 5 7の発生は消費量の減退に拍車をかけた。又、米は 3年連続の豊作と消費漸滅で持ち越し在

庫が300万 tに達する事態で厳しい対応を迫られている。

以上の様な社会情勢の中肱川町に於いては、農業従事者の高齢化や新規就農者の減少による担

い手不足等極めて厳しい中で、 JA肱川では、昨年に引き続き各営農部会と連携し基盤整備、土

作り、施設化等に努めながら、高品質、低コスト生産と有利販売に努める。

信用事業については、預貯金の利幅はないものの、資金力の一層の増強と共に低利融資化に努

め、地域金融機関としての機能の強化に努める。

共済事業については、高齢社会を迎え推進に厳しさはあるものの、

り、生涯保障、危険保障の拡大に努める。

購買事業については、予約購買を基調とし、生産、生活資材の取り扱いの拡大を図る。その他

の事業についても、組合員の理解と協力を得ながら強力に推進して行く。

尚、広域合併については、県下lOJA構想のもと 2J Aに加えて新しく 3J Aが誕生し、すで

に5J Aが発足しているが、大洲、喜多地区に於いても、環境変化に対応し、組合員、地域住民

の期待と信頼に応えるため、引続き検討協議を重ねて行く。

3カ年計画の最終年度に当

重点実施事項

(1)資金力の増強 期末残高 5,811百万円

(2)長期共済新契約 2,200百万円

(3)栗生産団地推進事業

＼ 

間縮伐、病虫害防除

二
6
月
3
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

6
月
4
日
（
水
）
中
津
方
面

6
月
5
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

6
月
10
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

6
月
11
日
（
水
）
岩
谷
方
面

6
月
12
日
（
木
）
大
谷
方
面

6
月
17
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

6
月
18
日
（
水
）
中
津
方
面

6
月
19
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

6
月
24
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

6
月
25
日
（
水
）
岩
谷
方
面

6
月
26
日
（
木
）
大
谷
方
面

6
月
醤
油
配
達
予
定
表

6
月
12
日
（
木
）
大
谷
方
面

6
月
13
日
（
金
）
本
所
地
区

6
月
20
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

6
月
27
日
（
金
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

6
月
2
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

6
月
5
日
（
木
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

6

月
7

日
（
土
）
藤
野
原
•
町

6
月
10
日
（
火
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

6
月
12
日
（
木
）
久
保

6
月
14
日
（
土
）
嵯
餓
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

6
月
17
日
（
火
）
中
津
・
小
倉

6
月
18
日
（
水
）
広
常
・
影
地

6
月
20
日
（
金
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

6
月
23
日
（
月
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

6
月
25
日
（
水
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

6
月
27
日
（
金
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

6
月
30
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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一木量亘材量量市旦言況-
! ――-1丑そ ，.ヘヽ ！ 

，椎茸市況・ ！ 
! - ― ン――—←---＝ー ！
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I r 

！ 

I ----------- -・- -- -. -~-. -,~-- - ... ・-・----. r 
! t 
！ 平成 9年4月30日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） 1

i 県 森 連市況 大洲木市より （単位m'当り：円） 盟品は言農竺ス4？芯。kg ! 
！ さ末口径スギ ヒ ノ キ マ ッ 平均単価 4,020円 ！ 

！ 直曲がり直曲がり 直
その他 銘柄別単価

! 7cm下本 411本 230本 549本 359 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場！
} 8 cm上本 470本 392本 726本 726 こうこ ～ 特用大 3,500 ~ 4,500 保 ！ 

: 14 mlq cm上23,900 -46,900 -18cm上22,000 大 厚 ～ 特用中 4,000~ 5,500 強 9
! 18 cm上20,400 -44,600 - C11上26,000

24 cm上21,100 I -144, soo I -l30cm上36,000 中 厚 5,500~ 7,000 強特用中小 4,000~ 5,000 強 i i 7cm下本 193本 113本 231本 140 中小厚 4,500~6,600 強特用小 2,800~ 3,500 保 i 
8 cm上本 270本 270本 335本 335

， 
！ 

小 厚 3,500~4,800 保大パレ 3,200~ 3,700 保；

3m 11 cm上14,6801 122,600 i I J mli3 ~上 22,500 -37,500 -18CIJ上20,000 大ウス 4,000~6,200 強中バレ 3,300~ 3,900 保 i 
! 18 cm上21,000 -36,700 -4ca上23,000 中ウス 4,300 ~ 6,800 強中小バレ 3,000 ~ 3,500 保 ， 
! 24 cm上17000 - cm上

！ 
7 cm下本 60本一本 60本一

中小ウス 3,800 ~ 5,800 強小パレ 1,800 ~ 2,200 保 t 

j 12m 
8 cm上本一本一本一本一 小ウス 2,700~ 3,200 強変形 3,300~ 4,900 保！

, 16 cm上 8,000 -22,000 -13CII上 ジ ャ ミ 1,700~ 2,400 保色悪ウス 2,600~ 3,800 保！

i 6m汀:[ 27,000 66,500 cm上 どんこ大 ～ 色悪バレ l,800~ 2,500 保’

! 18 cm 23 100 55 100 どんこ中 4,200 ~ 4,900 保灯立ドソコ ～ t 

！ 
特選 250,000 どんこ小 3,000 ~ 3,600 保スライス 1,500 ~ 4,700 強

！ 足 場 1m当たり円～円 概況 バレ葉系、小葉系の出品が多い市であった。商社の買気は強く、全般 ！ 
i 特別市の御協力ありがとうございました。 的に強保合～保合で推移した。特に品薄となった中葉～大葉の進物系は t 
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公
益
的
機
能
の
高
い

森
林
に
つ
い
て
は
、
森

林
に
指
定
し
て
、
そ
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
な
制
限
が
課
せ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
経
済
の
高

度
成
長
や
都
市
化
の
進

展
等
の
社
会
経
済
情
勢

が
変
化
す
る
な
か
で
、

①
保
安
林
以
外
の
森
林

に
つ
い
て
も
森
林
の

持
つ
様
々
な
機
能
を

よ
り
高
度
に
発
揮
さ

せ
る
必
要
が
生
じ
て

き
た
こ
と
。

②
ゴ
ル
フ
場
や
レ
ジ
ャ
ー

施
設
の
建
設
等
の
森

林
を
対
象
と
す
る
開

発
行
為
が
急
増
し
て

き
た
こ
と
等
か
ら
、

林
地
の
適
正
な
利
用

を
確
保
す
る
た
め
、

森
林
法
を
改
正
し
昭

和
四
十
九
年
に
開
発

行
為
の
許
可
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

〇
な
ぜ
つ
く
ら

れ
た
の
？

〇
ど
の
よ
う
な
場
合
に

許
可
さ
れ
る
の
か
？

こ
の
制
度
は
、
国
有
林
、
保
安
林
、

保
安
施
設
地
区
、
海
岸
保
全
区
域
以

外
の
森
林
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

許
可
制
度
の
対
象
と
な
る
森
林
で
、

次
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
場
合
に
は

都
道
府
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

ー
許
可
が
必
要
な
行
為
—

土
石
ま
た
は
樹
根
の
採
掘
、
開
墾

そ
の
他
の
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る

行
為
で
、
一
定
の
規
模
以
上
の
も
の

〈
一
定
の
規
模
以
上
っ
て
ど
ん
な
こ

と
？
〉

①
道
路
の
新
設
ま
た
は
改
築
を
目
的

と
す
る
行
為
で
そ
の
土
地
の
面
積

が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
、
道
路

の
幅
員
が
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の

②
そ
の
他
の
行
為
に
つ
い
は
、
土
地

の
面
積
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

る
も
の

①
土
砂
の
流
出
、
崩
壊
等
の
災
害
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合

②
水
害
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な

い
場
合

〇
対
象
と
な
る
の
は
？

紐 赤
松
寛
和

③
当
該
流
域
に
お
け
る
水
の
確
保
に

著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

な
い
場
合

④
周
辺
地
域
の
環
境
を
著
し
く
悪
化

さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う

場
合

②
火
災
、
風
水
害
そ
の
他
の
非
常
災

害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と

し
て
行
う
場
合

③
森
林
の
土
地
の
保
全
に
著
し
い
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
く
、

か
つ
、
公
益
性
が
高
い
と
認
め
ら

れ
る
事
業
で
省
令
で
定
め
る
も
の

〈
省
令
で
定
め
ら
れ
た
許
可
を
要
し

な
い
も
の
の
＿
例
〉

①
地
方
鉄
道
法
に
よ
る
地
方
鉄
道
の

事
業

②
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校

（
大
学
を
除
く
）
の
事
業

③
土
地
改
良
法
に
規
定
す
る
区
画
整

理
な
ど

林
業
改
良
指
導
員

〇
許
可
が
な
く
て
も

で
き
る
開
発
行
為
は
？
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夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
ー
今
後
の
管
理
ー

五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
、

夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
は
活
着
後
の
生
育
初
期

で
あ
り
、
今
後
の
生
育
や
収
量
を
決
定

す
る
重
要
な
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
従
っ

て
キ
ュ
ウ
リ
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
こ

と
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
生
育
を
促
す
こ

と
が
重
要
で
す
。

今
回
は
定
植
後
か
ら
収
穫
初
期
ま
で

の
主
な
栽
培
管
理
を
解
説
し
ま
す
。

①

灌

水

本
葉
五
ー
六
枚
ま
で
は
葉
を
萎
れ
さ

せ
な
い
よ
う
に
灌
水
す
る
。
七

l
―
二

枚
の
頃
は
や
や
灌
水
を
控
え
め
（
多
少

葉
が
萎
れ
る
程
度
）
に
し
て
深
層
へ
の

根
張
り
を
良
く
し
、
一

番
果
の
肥
大
期

以
降
は
徐
々
に
灌
水
量
を
多
く
し
て
子

づ
る
の
発
生
を
促
進
す
る
。

②
支
柱
立
て

こ
の
時
期
は
気
温
が
上
昇
し
、
つ
る

の
伸
び
が
旺
盛
に
な
る
時
期
で
あ
る
の

で
、
早
め
に
支
柱
を
立
て
、

つ
る
を
誘

引
す
る
。

ま
た
ア
プ
ラ
ム
シ
の
飛
来
防
止
の
た

め
、
支
柱
の
頂
点
付
近
お
よ
び
圃
場
周

辺
に
幅
三

cm
程
度
の
シ
ル
バ
ー
テ
ー
プ

を
張
る
。

③

追

肥

追
肥
は
収
穫
予
定
の
第
一
果
の
肥
大

初
期
頃
か
ら
開
始
し
、
そ
の
後
は
草
勢

や
着
果
状
況
を
見
な
が
ら
行
う
。
一
回

の
追
肥
量
は
窒
素
成
分
で
ニ
ー
三
槌
度

と
し
、
五
ー
七
日
位
の
間
隔
で
施
用
す

る
（
一
度
に
効
か
さ
な
い
）
。

④
整
枝

・
誘
引

親
づ
る
は
ネ
ッ
ト
ヘ
直
立
に
引
き
上

げ
、
地
上
三
O
c
m
以
下
の
子
づ
る
は
早

め
に
除
去
す
る
。

子
づ
る
は
「
全
節

一
節
止
め
」
を
基
本

と
す
る
。
た
だ
し
、

一
節
目
に
雌
花
が

な
い
場
合
は
二
節
止
め
と
す
る
。
摘
芯

作
業
は
茎
が
硬
く
な
る
前
に
手
で
折
り

取
る
。

⑤
そ
の
他

排
水
対
策
や
病
害
虫
防
除
は
、
予
防

の
た
め
に
早
め
に
実
施
す
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

任

戸

井

康

雄

普
通
期
水
稲
の
初
期
管
理

1

基
肥
の
施
用

「
日
本
晴
」
．
「
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
」
「
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
」
で
は
隣
加
安
四
四
号
を
一
〇

a
当
た
り
三

0
k
g、
「
ひ
め
の
ま
い
」
で

三
五

kg
を
目
安
に
施
用
す
る
が
、
地
カ

や
前
作
に
応
じ
て
加
減
し
ま
す
。

2

初
期
病
害
虫
対
策

い
も
ち
病
、
ウ
ソ
カ

・
ヨ
コ
バ
イ
類
、

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
対
策
と
し
て
移
植

当
日
に
露
払
い
を
し
て
か
ら
ビ
ー
ム
ア

ド
バ
ソ
テ
ー
ジ
粒
剤
を
一
箱
当
た
り
五

o
g均
一
に
散
布
し
、
そ
の
後
、
軽
く

灌
水
し
て
お
き
ま
す
。

3

移
植
と
栽
植
密
度

栽
植
密
度
は
面
当
た
り
一
八
株
程
度

と
し
、
植
え
付
け
本
数
は
一
株
当
た
り
、

三
ー
四
本
に
し
ま
す
。
植
え
付
け
本
数

が
多
い
と
、
ひ
弱
な
分
け
つ
に
な
り
、

病
害
虫
の
発
生
や
倒
伏
の
原
因
に
な
り

ま
す
。 R黛）

補
植
は
、
連
続
し
た
欠
株
が
な
い
よ

う
で
し
た
ら
し
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
欠
株
率
が
五
％
以
内
で
は
収
量
に

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

4

除
草
剤
散
布

除
草
剤
に
つ
い
て
は
、
カ
ル
シ
ョ

ッ

ト
L
フ
ロ
ア
プ
ル
は
移
植
後
三
ー
五
日

後
、
ウ
ル
フ
エ
ー
ス

一
槌
粒
剤
は
五

i

七
日
後
、
ス
パ
ー
ク
ス
タ
ー
一
槌
粒
剤

は
五

i
-
0
日
後
に
散
布
し
ま
す
。

散
布
後
、
三
ー
五
日
間
は
堪
水
を
保

ち
、
落
水
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

下
さ
い
。

粒
剤
は
す
べ
て

一
槌
剤

(
1
0
a
当

た
り
一
迎
散
布
）
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
散
布
量
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
下
さ
い
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

任

松

岡

基

憲

一
果
樹
の
管
理

一

ゆ
ず
の
病
害
虫
防
除

ゆ
ず
は
正
品
と
加
工
品
で
は
単
価
差

が
大
き
く
、
病
害
虫
防
除
等
の
基
本
管

理
が
所
得
に
大
き
く
関
係
し
ま
す
。

0
そ
う
か
病

そ
う
か
病
は
品
質
を
著
し
く
低
下
さ

せ
る
の
で
、
適
期
の
防
除
が
必
要
で
す
。

防
除
時
期
は
、
発
芽
直
後
（
四
月
中
下

旬
）
と
落
花
時
期
（
五
月
下
旬
）
で
す
が
、

毎
年
、
被
害
が
大
き
い
園
は
梅
雨
期

（
六
月
下
旬
）
に
も
行
い
ま
す
。

落
花
直
後
の
防
除
は
、
幼
果
へ
の
感

染
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
重
要
で

す
。
薬
剤
は
、
ト
ッ
プ
ジ
ソ

M
水
和
剤

（
一
、
五

0
0倍
）
、
フ
ロ
ソ
サ
イ
ド

S

C
（二、

0
0
0倍
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
の
防
除
は
、
灰
色
か
び
病

の
防
除
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

0
黒
点
病

こ
の
病
原
菌
は
枯
れ
枝
で
生
息
し
雨

で
広
が
り
ま
す
の
で
、
薬
剤
防
除
も
重

要
で
す
が
、
剪
定
等
に
よ
る
枯
れ
枝
防

除
が
有
効
な
対
策
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

剪
定
し
た
枝
を
園
内
に
放
置
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

薬
剤
防
除
は
、
六
月
上
旬
に

一
回
目

を
行
い
ま
す
。
次
回
の
防
除
は
二

0
0

mm
以
上
の
降
雨
後
、
ま
た
は

二
五
か
ら

――

lo日
後
に
行
い
ま
す
。
薬
剤
は
、
ジ

マ
ソ
ダ
イ
セ
ソ
水
和
剤
（
六

0
0倍）
、

エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和
剤
（
六

0
0倍）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

ソ
タ
ー

主

任

松

岡

基

憲

-[畜
／
〗□

』
-
産

可 ー

飼
料
作
物
の
湿
害
対
策
と
家
畜
の
飼
養

管
理
及
び
環
境
対
策

四
国
地
方
三
カ
月
予
報
に
よ
る
と
、

六
月
に
入
り
、
く
も
り
や
雨
の
日
が
多

い
見
込
み
で
あ
る
た
め
次
の
事
項
に
留

意
す
る
。

①
飼
料
作
物
の
湿
害
対
策

圃
場
の
冠
水
等
は
、
根
の
生
理
障
害

を
引
き
起
こ
す
と
と
も
に
肥
料
養
分
が

流
亡
し
生
育
不
足
に
な
る
た
め
、
低
収

量
の
最
も
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ
ル
ガ
ム
と
も
に
品

質
に
差
は
あ
る
も
の
の
相
対
的
に
耐
湿

性
が
弱
い
の
で
、
早
急
に
排
水
を
良
く

し
て
お
く
。

湿
害
に
よ
り
生
育
が
不
良
と
な
っ
た

場
合
、

一
0
a
当
た
り
五
槌
程
度
の
窒

素
を
追
肥
す
る
と
あ
る
程
度
生
育
を
回

復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
家
畜
の
飼
養
管
理

今
後
梅
雨
時
期
に
か
け
て
高
温
・
多

湿
と
な
る
た
め
、
家
畜
の
体
湿
調
節
機

能
が
低
下
し
た
り
、
食
欲
の
減
退
等
に

よ
る
機
能
障
害
や
疫
病
が
発
生
し
や
す

く
な
り
、
生
産
性
が
低
下
す
る
。
特
に

哺
乳
・
育
成
中
の
幼
畜
に
つ
い
て
は
、

下
痢
症
状
な
ど
を
起
こ
し
や
す
い
の
で

衛
生
管
理
に
注
意
す
る
。

こ
の
た
め
、
敷
料
は
こ
ま
め
に
交
換

し
、
さ
ら
に
か
び
等
に
よ
り
飼
料
が
変

敗
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
適

量
給
与
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
飼
料

の
適
量
入
庫

・
適
性
管
理
に
努
め
る
。

③
環
境
対
策

今
後
梅
雨
時
期
に
か
け
て
ハ
工
の
発

生
が
多
く
な
り
家
畜
に
対
し
て
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
生
産
性
の
低
下
と
疫
病
の
伝

播
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で

な
く
、

一
般
住
宅
へ
の
畜
産
公
害
の
原

因
と
も
な
っ
て
い
る
。

ハ
エ
は
、
一
ー
ニ
日
で
卵
か
ら
幼
虫

に
ふ
化
す
る
の
で
、
畜
舎
内
外
を
清
浄

に
し
て
産
卵
場
所
や
幼
虫
の
餌
と
な
る

発
生
源
を
な
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
糞
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
フ
ァ

ソ
な

ど
に
よ
る
適
切
な
換
気
と
空
気
循
環
に

努
め
る
と
と
も
に
、
漏
水
が
な
い
よ
う

給
水
施
設
の
点
検
を
行
う
。
堆
肥
化
の

過
程
で
は
、
発
酵
熱
で
卵
や
幼
虫
を
死

滅
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
た
め
適

切
な
切
り
替
え
し
等
り
管
理
を
行
う
。

環
境
対
策
の
み
で
完
全
に
ハ
工
を
防

除
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
た

め
、
電
撃
殺
虫
機
や
薬
剤
を
併
用
す
る

と
効
果
は
高
い
。
薬
剤
を
使
用
す
る
場

合
は
家
畜
保
健
衛
生
所
等
に
相
談
し
、

適
切
な
指
示
を
受
け
る
。
ま
た
、
畜
舎
・

堆
肥
場
等
に
つ
い
て
は
、
建
物
や
周
辺

の
排
水
施
設
を
整
備
点
検
し
、
絶
対
に

雨
で
糞
尿
が
流
れ
で
な
い
よ
う
万
全
の

対
策
を
期
す
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

高

野

政

明
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神井 運 営 委 員 長 あ い さ つ

第
二
十
五
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
、
連
休
明

け
の
五
月
六
日
（
火
）
よ
り
開
幕
し
ま
し
た
。
午
後
七
時

よ
り
開
幕
式
が
行
わ
れ
、
神
井
運
営
委
員
長
、
公
民
館

長
あ
い
さ
つ
の
後
、
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
初
夏
を
通
り
こ
し
て
、
七
月
中
旬
の
暑
さ
と
な
り
、

夜
に
な
っ
て
も
暑
い
一
日
と
な
り
選
手
の
皆
さ
ん
は
汗

を
か
き
な
が
ら
。
フ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
よ
り
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、
昨
年
は
、
二
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
い
て
試
合
数
も
九
試
合
程
度

あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
、
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
試
合
数
も
六
試
合
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
開
始
時
間
は
第
一
試
合
が
午
後
七
時
―
―
―
十
分
か

ら
、
第
二
試
合
は
午
後
八
時
五
十
分
か
ら
開
始
で
す
の

で
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
ご
集
合
く
だ
さ
い
。

気
し
(
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、
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第25回 ソフトボールリーグ戦対戦表

月1日98 第 1試合 第 2試合 月1日配 第 1試合 第 2試合

5/6 火c上鹿野／1|B-上鹿野 /IIA 5/28 水0浴77イヤーストーンズー 赤 岩 橋0軋鳥坂ダムウィングス ー位lll訂農羹委員会

7水 cオール中居谷一正山オールド cオールド予子林一共栄マッキーズ 29木 c大谷メッツ ー オールド予子林 cヤング予子林 一上鹿 野 /IIB 

8木 ◎ヤング予子林一下鹿野JIIセリーグ 低谷77イヤーストーンズ ーミドル予 子林 30金 c正山オールドー上鹿野川 A◎ミドル予子林一共栄マッキーズ

9金 c岩谷パワーズー肱川町農業委員会 c肱川町議会議員一道野尾・山槌 31土 休 み（土） 休 み（土）

10土 休 み（土） 休 み（土） 6/ 1日 休 み（日） 休 み（日）

11日 休 み(B) 休 み（日） 2月 休 み 休 み

12月◎大谷メッツー中野ドッグバック c三 月ー雌坂ダ砂イングス 3火0下鹿野ll1セリーグーオール中居谷 0打fドッグバッり 一埒77イヤーストーンズ

13火 0中野77イターズー上鹿野川 B◎赤岩橋ーオールド予子林 4水 °"月77イターズーヤ ング予子林 〇岩谷バ ワーズー三 月

14水 ◎上鹿野／1|A -オール中居谷 ◎ヤング予子林一正山オールド 5木 償訓町輯矮員会一道野尾・山槌 〇山鳥坂ダムりィングスー肱川町議会議員

15木 ◎共栄マッキーズー沢谷77イヤーストーンズ ◎肱川町議会議員一肱川町農業委員会 6金 cオールド予子林ーミドル予子林 c赤 岩 橋一大谷メッツ

16金 休 み 休 み 7土 休 み（土） 休 み（土）

17土 休 み（土） 休 み（土） 8日 休 み（日） 休 み（日）

18日 休 み(13) 休 み（日） 9月◎上鹿野川 B一正山オールド ◎上鹿野 /iiA 一下鹿野JIIt 1)ーグ

19月0下鹿野l11セリーグ ー中 野77イターズ 0大谷メッツーミドル予子林 10火 c肱／ii町議会議員一岩谷パワーズ 儲訓町農要委員会一三 月

20火 c道野尾・山槌一三 月0中月ド ッグバックー赤 岩 橋 11水0軋鳥坂ダムウィングスー道野尾・山槌 〇共袋マッ キーズー中野ド ッグバック

21水 ◎岩谷パワーズー山鳥坂ダムウイングス ◎上鹿野川 B ーオール中居谷 12木 0ミド）レ予子林 一赤 岩 橋cオール中居谷ーヤング予子林

22木 ◎上鹿野／l|A-ヤング予子林 cオールド予子林一 t谷万イヤーストーンズ 13金 低谷77イヤーストーンズー大谷メ ッツ c正山オールドー中月 77イターズ

23金 0共袋マッキーズ ー大 谷メッツ ◎正山オールドー下鹿野l11セリーグ 14土 休 み（土） 休 み（土）

24土 休 み（土） 休 み（土） 15日 休 み（日） 休 み（日）

25日 休 み(B) 休 み(B) 16 月0中野ドッグバックーオールド予子林 0下鹿野）1|セリーグー上鹿野）IIB 

26月◎ミドル予子林ー中野ドッグバック ◎オール中居谷ー中野 77イターズ 17 火 c赤 岩 橋一共栄マッキーズ 0中野77イターズー上鹿野 /IIA 

27 火 c三 月一肱／II町議会議員 ◎道野尾・山槌ー岩谷パワーズ

※◎は、審判です。 1試合目の◎の付いていないチームが準備、 2試合目の◎の付いていないチームが日誌と鍵の返却当番です。
グラウンドの整備は、 2試合目の両チームで行って下さい。
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中野小学校屋内運動場完成
子供たちも新しい建物に大よろこび

9え唇` じ』
新築された中野小学校屋内運動場

写真左端のところで校舎と屋内運動場が行き来できるようになっています

中
野
小
学
校
屋
内
運
動
場
が
三

月
に
完
成
し
、
落
成
式
が
四
月
二

十
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
屋

内
運
動
場
は
、
工
事
費
約
三
億
八

百
万
円
、
鉄
骨
造
二
階
建
て
面
積

九
百
八
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
内

部
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト

が
一
面
と
れ
る
大
き
さ
で
す
。
ま

た
、
二
階
建
て
で
あ
る
た
め
、
身

障
者
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
い
て

い
ま
す
。

今
ま
で
は
校
舎
と
屋
内
運
動
場

が
離
れ
て
お
り
雨
天
の
場
合
、
不

便
な
思
い
を
児
童
た
ち
は
し
て
い

ま
し
た
が
、
新
築
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
校
舎
二
階
と
屋
内
運
動
場

が
結
ば
れ
、
移
動
も
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新

し
い
屋
内
運
動
場
で
、
子
供
た
ち

も
喜
ん
で
授
業
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
で
、
町
内
五
つ
の
小
学

校
の
う
ち
、
正
山
、
大
谷
、
中
野

の
各
小
学
校
の
校
舎
と
屋
内
運
動

場
、
予
子
林
小
学
校
の
屋
内
運
動

場
が
整
備
さ
れ
、
子
供
た
ち
も
快

適
な
環
境
の
中
で
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会 長

副会長

II 

II 

監 事

II 

事務局

子P
T
A
総
会
が
五
月
二
日

（
金
）
肱
川
町
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
各
小
中
学
校
よ
り
会

員
約
三
十
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
議
事
に
先
立
ち
、
町

P

T
A
連
合
会
長
よ
り
九
名
の

方
に

P
T
A
功
労
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
詩
吟

を
通
し
て
、
小
学
校
児
童
の

健
全
育
成
に
力
を
尽
く
さ
れ

て
い
る
予
子
林
の
浜
田
洋
一

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

郡
P
T
A
よ
り
四
名
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
平

成
九
年
度
の
事
業
計
画
や
役
員
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田

上

高

田

藤

沖

森

宮

井

藤

竹

内

野

表彰された方々 感謝状を送られる浜田洋一さん

[

知

識

と

知

恵

と

…

~
「
最
近
の
こ
ど
も
は
知
識

~
は
あ
る
が
知
恵
が
な
い
」
と

よ
く
い
わ
れ
る
。

~
広
辞
苑
に
よ
る
と

．
 
~
「
知
識
」
と
は
、
物
事
の
正
邪

~
な
ど
を
判
別
す
る
心
の
は
た

~
ら
き
と
あ
り

~
「
知
恵
」
と
は
、
物
事
の
理
を

~
さ
と
り
適
切
に
処
理
す
る
能
力
と
あ

~
る
。

~
そ
こ
で
、
教
育
と
は
、
ど
の
辞
書

~
を
み
て
も
「
教
え
」
「
育
て
る
」
と
書
い

i

て
あ
る
。

~
「
知
識
」
は
「
教
え
る
」
方
の
分
類
に

~
「
知
恵
」
と
は
「
育
て
る
」
方
の
分
類
に

~
入
る
と
考
え
る
。

~
日
本
で
は
「
教
え
る
」
方
は
世
界
に

~
冠
た
る
も
の
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る

~
が
、
「
育
て
は
ぐ
く
む
」
方
が
ま
だ
ま

i

だ
の
感
が
あ
る
。

「
P
」
も
「

T
」
も
も
っ
と
も
っ
と

~
「
育
て
る
」
方
に
力
を
入
れ
て
「
知
識
」

i

も
あ
り
「
知
恵
」
も
あ
る
「
自
ら
学
ぶ
、

~
意
思
の
強
い
子
」
「
礼
儀
正
し
く
、

~
誠
実
な
子
」
「
健
康
で
明
る
＜
、
活

~
発
な
子
」
に
育
て
た
い
も
の
で
あ
る
。

~
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
一
言
。

~
永
六
輔
氏
は
「
一
言
絶
句
」
の
本
の

i

中
で
、

i

い
じ
め
を
問
題
し
て
は
い
け
ま
せ

~
ん
。
い
じ
め
は
い
い
ん
で
す
。
い
け

~
な
い
の
は
弱
い
者
い
じ
め
で
す
。

~
と
い
っ
て
い
る
が
、
み
な
さ
ん
ど
う

~
思
い
ま
す
か
。

一
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同
和
教
育
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り

が
幸
せ
な
く
ら
し
を
き
ず
く
力
を

身
に
つ
け
、
差
別
の
な
い
、
住
み

よ
い
社
会
を
実
現
し
て
い
く
民
主

主
義
の
教
育
で
す
。

教
育
の
領
域
に
は
、
学
校
で
行

わ
れ
る
学
校
教
育
と
、
家
庭
で
保

護
者
を
中
心
に
営
ま
れ
る
家
庭
教

育
と
、
地
域
社
会
や
職
場
で
行
わ

れ
る
社
会
教
育
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
教
育
に
は
、
重
な

る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
三
つ
の
教
育
が
、

個
々
バ
ラ
バ
ラ
で
は
、
ど
の
分
野

も
効
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
一
っ
―
つ
の
教
育
が
独
自

性
を
持
ち
な
が
ら
相
互
に
関
連
し

合
っ
て
こ
そ
、
大
き
な
成
果
を
期

待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
学
校
に
は
学

校
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
同
和
教

育
が
あ
り
ま
す
し
、
家
庭
に
は
、

家
庭
で
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
親
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
同
和
教
育
が

あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

三
つ
の
教
育
が
手
を
結
び
（
同

和
教
育
を
進
め
て
い
く
な
ら
ば
大

中
野
小
学
校

ぎ
な
効
果
が
あ
り
）
、
同
和
問
題
を

早
く
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
で
の
同
和
教
育
が
正
し
く
行

わ
れ
て
も
、
家
庭
で
の
同
和
教
育
が

お
ろ
そ
か
に
さ
れ
る
と
、
学
校
教
育

も
十
分
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

家
庭
で
の
同
和
教
育
と
い
え
ば
、

何
か
改
ま
っ
た
む
ず
か
し
い
教
育
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
か
ち
で
す
が
決
し

て
そ
ん
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

簡
単
に
言
え
ば
、
自
分
も
大
切
に
す

る
が
、
他
人
も
大
切
に
す
る
子
供
を

育
て
る
教
育
で
す
。
親
は
、
そ
れ
を

自
分
の
生
活
態
度
で
子
供
に
学
ば
せ

る
の
で
す
。

家
庭
教
育
の
土
台
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
「
家
庭
づ
く
り
」
で
す
。
家
族

が
互
い
に
心
の
底
か
ら
う
ち
と
け
、

何
で
も
気
が
ね
な
し
に
話
し
合
え
る

よ
う
な
あ
た
た
か
い
人
間
関
係
で
結

ば
れ
た
明
る
い
家
庭
。
老
人
と
若
者
、

男
と
女
の
別
な
く
、
正
し
い
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
間
違
い
が
改
め
ら
れ
る

よ
う
な
民
主
的
な
家
庭
、
こ
の
よ
う

な
「
家
庭
づ
く
り
」
を
通
し
て
、
子

供
た
ち
へ
の
大
切
な
人
間
づ
く
り
が

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
家
庭
教
育
が
、

家
庭
に
お
け
る
同
和
教
育

紙

田

雅

彦

同
和

青年の熱い 「属」 を
4月28日（月）、青年団総会が肱川町公民館で行われ、

令年度の活動方針等を決定しました。青年団活動も社

会変化に伴い活動形態を変えて活動を続けています。

青年団に入って活動してみたい若者は青年団員までご

連絡ください。

なお、平成9年度の役員は次のとおりです。

平成 9年度青年団役員

役職名 氏 名

団 長 冨 永 幸 広

副 団 長 稲 田 利 絵

事務 局 長 宮 尾 充 志

事務局次長 橋 本 曲‘‘‘ 子

事務局次長 山 本 晃

会 計 河 内 由美 子

広報部 長 安 J 11 美 紀

広報部 貝一 金 田 大 輔

広報部員 岩 仲 美 佳

広報部 貝I I 清 水 早 f:33 1, 

広報部員 上 田 智 子

正 山 支 部長 泉 誠

監 査 久 保 寿 男

監 査 大 井 早→̂T' 裕

郡副 団長 橋 本 孝 博

郡事務局次長 宮 尾 充 志

郡 理 事 下 石 綾

教
育
の
基
礎
と
も
な
り
ま
す
。
学

校
に
お
け
る
同
和
教
育
の
進
展
に

つ
れ
、
子
供
た
ち
は
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
子
供
た
ち
を
受
け

入
れ
る
家
庭
や
社
会
に
お
け
る
同

和
教
育
も
な
い
が
し
ろ
に
は
で
き

な
い
の
で
す
。

み
ん
な
で
考
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

0
参
考
資
料

「
家
庭
で
の
同
和
教
育
」

県
同
和
教
育
協
議
会
編
同
和
問
題

学
習
資
料

「
喜
多
同
教
」

愛
教
研
喜
多
支
部
同
和
教
育
委
員

会

繊細な「ちぎり絵」を展示
如 7ふ 7ふァふァふァふ 7ふ 7ふ 7ふ 7ふ 7ふァふ 7ふ 7ふァふァふ 7ふァふァふァ

作ん山八はの作る見通らすを絵ま→
さ た内 子‘ ちで ほま のみ °仕 l _ し ち 公
れち清さ池ぎすどち絵る遠上 は

合ヽ t欠皐ヽこ。翌誓9喜ぷ已和 た ぎ 民

紙,....°り館

ぃを'--筐二
＜使 竺を階
もっち展通
のて ぎ示路
で 絵 りしに

作品よ り

品
で
ず
。

展
示
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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鹿
野
闊
聞
卿
大
会

肱
川
町
俳
句
大
会
が
、
四
月
六
日
（
日
）
、
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
、

風
の
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
句
会
に
は
県
内
よ
り
六
十

二
名
が
参
加
し
、
桜
の
花
が
散
る
中
、
散
策
し
な
が
ら
俳
句
を
つ
く
っ

て
い
ま
し
た
。

公
園
内
に
は
句
碑
の
道
も
造
ら
れ
、
句
碑
九
基
が
建
っ
て
い
ま
す
。

句
碑
の
道
は
ダ
ム
え
ん
提
手
前
か
ら
、
歴
史
民
俗
資
料
館
前
に
上
る

道
で
す
。
花
の
中
を
散
策
し
な
が
ら
俳
句
を
楽
し
め
ま
す
。

午
後
か
ら
は
参
加
者
全
員
が
風
の
博
物
館
に
集
ま
り
俳
句
会
を
行

い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

肱
川
町
長
賞

狛
犬
の
息
つ
ま
り
さ
う
花
吹
雪

愛
媛
新
聞
社
賞

卒
み
鹿
庇
ふ
雄
鹿
の
角
を
ふ
る

肱
川
町
観
光
協
会
長
賞

連
随
の
黄
に
風
の
綺
維
湖
の
綺
維

肱
川
町
公
民
館
長
賞

朝
籐
を
風
解
き
放
つ
春
の
湖

肱
川
町
文
化
協
会
長
賞

足
馴
す
蹄
の
音
や
木
々
芽
吹
く

肱
川
町
教
育
長
賞

石
楠
花
に
今
日
も
無
精
の
雨
し
と
ど

肱
闊
町
俳
匈
大
会

野
村
町

五
十
崎
町

野
村
町

井
関
し
げ
る

山
下
マ
ス
ミ

鹿
野
川
川
柳
大
会
が
、
四
月
二
十
九
日
（
火
）
午
前
九
時
三
十
分
よ

り
行
わ
れ
、
町
内
外
よ
り
百
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

秀
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大

洲

市

冨

永

典

子

宍

田

柳

子

長
浜
町
小
西
イ
セ
子

五

十

崎

町

都

築

仙

崖

地 天 地 「
投
げ
る
」
橋
田
呂
久
朗
選

人

卵
投
げ
競
争
馬
鹿
を
す
る
も
ん

だ

茂

代

ス
ト
ラ
イ
ク
の
他
は
投
げ
な
い

に

も

困

る

永

秋

石
投
げ
る
所
作
は
や
っ
ぱ
り
女

の

子

勉

「
ゆ
と
り
」

結

城

寂

坊

選

人

同
情
を
さ
れ
て
る
方
が
ゆ
と
り

も

つ

柳

人

金
持
ち
の
ゆ
と
り
無
駄
金
使
わ

な

い

春

畢

時
間
な
ら
有
る
が
ゆ
と
り
の
無

い

財

布

喜

撰

亭

「

脈

」

上

岡

喜

久

子

選

人

同
居
し
て
時
折
お
こ
る
不
整
脈

妙

子

い
さ
さ
か
の
脈
を
誠
意
で
実
ら

せ

る

水

津

子

地 地 「

巣

」

妻

鳥

定

造

選

人

未

知
数
の
夢
へ
巣
立
っ
て
ゆ
く

羽

音

え

み

子

巣
立
ち
し
た
日
か
ら
還
え
れ
る

道

が

な

い

健

晴

抱
卵
の
巣
に
絶
食
の
親
が
い
る

呂
久
朗

地 地 「

芽

」

水

田

大

升

選

人
試
験
管
親
を
知
ら
な
い
命
の
芽

え
み
こ

伸
び
す
ぎ
る
芽
は
摘
ん
で
お
く

何

時

か

邪

魔

善

信

大
木
に
な
る
芽
だ
そ
っ
と
し
て

お

こ

う

進

水

天 地

「

予

感

」

塩

見

草

映

選

人
朝
つ
ゆ
が
真
珠
に
見
え
る
い
い

予

感

定

造

逢
え
そ
う
な
予
感
耳
た
ぶ
熱
く

な

る

鬼

道

良
い
予
感
靴
が
ス
キ
ッ
プ
し
て

し

ま

う

三

代

子

「

土

」

菅

野

華

泉

選

人
祇
め
て
み
て
土
の
機
嫌
を
知
る

農

夫

と

き

え

田
に
生
き
る
父
の
十
指
に
土
匂

う

柳

人

植
木
鉢
の
ぞ
い
て
盗
む
土
作
り

健

晴

「

守

る

」

篠

藤

象

心

選

人
保
護
色
で
守
る
し
か
な
い
私
で

す

鬼

道

船
守
る
小
さ
い
プ
イ
を
見
て
廻

る

ヒ

ロ

ミ

雛
抱
い
て
身
動
ぎ
一
っ
し
な
い

鳥

定

造

「
特
別
課
題
道
」
上
甲
満
男
選

人
筋
道
を
通
し
む
な
し
さ
だ
け
残

る

よ

し

み

本
道
へ
も
ど
し
た
愛
の
平
手
打

ち

春

華

ワ
ソ
マ
ソ
の
男
に
戻
る
道
が
な

博

文

し

天 地 天 地 天 地 天 地 天
モ
ナ
リ
ザ
の
胸
脈
の
音
聞
こ
え

そ

う

洋

子

※
都
合
に
よ
り
「
A
S
U
K
A
」
は
令

月
は
お
休
み
し
ま
す
。

▽
場

▽
日

第
十
ハ
回
町
内
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

▽

場

所

▽

日

時

第
四
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

六
月
一
日
（
日
）

午
前
八
時
三
十
分
よ
り

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
ほ
か

町
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
パ
レ
ー

ポ
ー
ル
大
会

▽
日
時
六
月
一
日
（
日
）

午
前
九
時
三
十
分
よ
り

中
野
小
学
校
体
育
館

六
月
六
日
（
金
）

午
前
八
時
三
十
分
よ
り

町
民
運
動
場
（
高
砂
）

時
六
月
二
十
二
巳
（
日
）

雨
天
時
六
月
二
十
九
日

所
町
民
運
動
場
（
高
砂
）

▽
場

所

▽
場

所

▽
日

時

町
内
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

総
合
成
績
は
次
の
通
り

第

＿

位

高

畑

俊

正

第

二

位

田

辺

進

水

第

三

位

平

尾

ヒ

ロ

ミ

第

四

位

井

関

は

る

え

第

五

位

野

本

え

み

子

第

六

位

橋

田

呂

久

朗

第

七

位

合

田

悦

子

第

八

位

黒

田

茂

代

第

九

位

妻

鳥

定

造

第

十

位

田

中

柳

人
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月 の行事予定表

5/31,-.--.,6/1 県高校総体漕艇競技大会 6 第 4回グラウソドゴルフ大会

1 肱川町防災の日 16 農業委員会

1 町内バレーボール大会 22 第18回町内ク ロッケー大会

1 町内レクレーショソバレー大会 25~27 津島少年自然の家活動（小学5年生）

5 行政相談 下旬 町議会定例会

5 • 20 心配ごと相談 30 税金等出張受入れ

定例部落長会（休会）
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令

大

屋

敷

岡

中

ツ

ル

子

さ

ん

(77
歳）

上

鹿

野

川

中

岡

義

光

さ

ん

(85
歳）

6月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

小 J 11 医 院
44-2815 1 日

（内 子）

（日）
松元産婦人科医院

24-3067 
（中 村）

古 J 11 医 院
44-2407 8 日

（内 子）

（日）
石 川内科医院

24-3306 
（若 宮）

町 田 医 院
43-0211 15日

（内 子）

（日）
小川整形外科医院

23-5596 
（一 の 丸）

成 田 医 院
47-0061 22日

（大 瀬）

（日）
中塚 内科医院

24-0606 
（西 大 沙H )

29日
土居内科外科

44-5521 
（五 十 崎）

（日）
城戸眼科医院

24-1010 
（ 東 大 沙H )

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してかちお出かけください。

救 急 病

院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市立大洲病院

24-2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲中央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）

6
月
5
日
（
木
）

午

後

1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー

ニ
五

0
八

時

間

午
前

9
時

3
0
分

？

午

後

1
時

6
月
1
2
日
（
木
）
一
ぽ
っ
ぽ
園
一

日

程

場

所

▽
場

所

◎
幼
児
教
室

▽
日

時

時

間

＿
午
後

1
時
？

1
時

30
分

6
月
17
日
（
火
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

i > 日

日 日

‘金-- 金̀‘ 

程

<含； i 
山

槌 場
集

会 所
所

午 午

時3分210: 時3分1 0 

午

｝後 ｝前 )前
時

2 1 1110 1110 
間

時時 時 時 時時

◎行政相談

6 6 
月 月 相

20 5 
談

日 日
ヘ / 

金 木 日
ヽ

菅角 山福
担

野田 本田 当
相

桂和 節 談

子三 子保
員

◎
1
歳6
カ
月
児
•
3

歳
児
健
康
診
査

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
成
人
病
検
診

時
午
後

1
時

30
分
ー

6
月
10
日
（
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
＿

日

程

場

所

間

日
。
日

◎
元
気
印
教
室

!口:国im◎心配ごと相談
▽時間午後1時30分

ー4時30分

肱川町公民館

二階青年室

6 6 6 6 
相月月 月月

20 6 19 5 
談

日日 日日
へへ /へ

金金 木木 日
ヽヽ ヽヽ

内 大

子 闊 場

町

商
工

工 畠 所
会 所

時
午
後

1
時

30
分
？

6
月
2
4
日
（
火
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー
一

日

程

場

所

間

▽
場

所

◎
う
き
う
き
ク
ラ
ブ

時

間

午
前
9
時

30
分

ー
午
後
1
時

6
月
18
日
（
水
）
＿
肱
川
町
公
民
館
一

日

程

場

所

◎
社
会
保
険
一
日
（
出
張
）
相
談
◎
竹
の
子
ク
ッ
キ
ン
グ

◎

6
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

6
月

16
日
（
月
曜
日
）
か
ら

（
出
す
の
は

6
月
15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山
・
八
重
栗
・
正
山
地
区

見
の
越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川

中
野
・
岩
谷
・
予
子
林

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

6
月

10
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場
合

は
、
印
鑑
・
鑑
札
・
予
防
注
射
済
票
を

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

6
月
23
日
（
月
）
＿
保
健
セ
ソ
タ
ー
一
午
後
1
時
30分
？

6
月
11
日
（
水
）
＿
保
健
セ
ソ
タ
ー
一
午
前
9
時
40
分
？

日

程

ー

場

所

時

間

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

時

間

6
月
匹
日
（
火
）

□:口
□予

?
1
1
時

30
分

影

地

集

会

所

日

程

場

所

◎健康相談

因 尻
6 

尻
6 

月 ？ 日5 4 3 
日 日 日 日 日

火ヽ＿ ィ 木`ー'

水
火̀‘ 

月
程

畠 醤相岩 J 大 宇旧

談谷
A 谷 和大 場

セ セ
予 公 川洲

ン／ 、ノ
ダ

夕 夕 子 民 工縫 所
I I 所ム 林 館 場製

： 時野， 州時5 0 

午： i i 時i 
8前 時
時 8

30時 間
分？

◎
胃
が
ん
検
診

・
大
腸
が
ん
検
診


